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【１．人事労務管理の専門家】
○就業規則、賃金・退職金制度（規程）、評価制度、雇用管理全般など社内制度の企画・立案、設計、運用

○労働時間管理、人間関係管理（ハラスメント含む）、両立支援（病気と仕事、子育て・介護と仕事）、育
児・介護離職防止・病気と仕事等の両立支援（職場復帰支援含む）、採用・退職、人材配置、定年、再雇用、
短時間正社員導入、ストレスチェック制度、安全衛生管理、公的年金（企業年金含む）、福利厚生、雇用保険
関係助成金などに関する相談・指導等のアドバイス

○個別労働関係紛争、労使トラブルの未然防止、円満解決（ADR含む）

【２．労働社会保険関係の専門家】
○労働基準法、労働安全衛生法、労働者災害補償保険法、雇用保険法、介護保険法、育児・介護休業法、女性
活躍推進法、次世代育成支援対策推進法、健康保険法、厚生年金保険法、国民年金法等、約60の法律が主な業
務範囲

○上記法律等に関する書類作成・手続の代理
・就業規則、３６協定、労働社会保険の取得喪失等、雇用保険関係助成金、休業補償、出産・傷病手当金等の
支給申請等

・労働者名簿・賃金台帳等の調製

社会保険労務士とは・・・
○昭和43年(1968年)に制定された社会保険労務士法に基づく国家資格者
○社会保険労務士法（抄）
第１条 この法律は、社会保険労務士の制度を定めて、その業務の適正を図り、もつて労働及び社
会保険に関する法令の円滑な実施に寄与するとともに、事業の健全な発達と労働者等の福祉の向上
に資することを目的とする。
○全国47都道府県社労士会
〇会員数43,019名(開業:24,254名,法人の社員:2,805名,勤務等:15,960名)(令和2年５月末時点)

具体的な業務には・・・

働き方改革の専門家 1



保育園等
※職場環境の改善に
向けた実態把握

保育園等

保育の質

の向上

利用者

満足度の

向上

経営の安定化

労働環境

の向上

社労士による働きやすさ、処遇の改善、
人材確保策に向けたご提案

社労士による労働環境改善に
向けたアドバイス等を通じ、

好循環を図る

保育業界
全体の好循環

保育園に従事されている方々
や保育園利用者の方々が
両立しやすい環境へ

社労士会の保育業界への支援の考え方
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保育の問題については、労務管理上の問題、待遇の問題（保育士の利益）、待機児童の問題（保護者の利益）、
保育の質の問題（子どもにとっての利益）等が挙げられますが、これまではそれぞれの当事者の中で個別に議論
されてきたとの認識です。

今回提示する兵庫県豊岡市の事例は、社労士と自治体が協力し、職場環境整備を切り口にそれぞれのステークホ
ルダーが専門性と知見を出し合い、解決に向けての取り組みを行った事例になります。

事例紹介の背景

保育

保育の

質

待遇

労務

管理

待機

児童
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 豊岡市は、合計特殊出生率は高いが（2010年:1.94）、少子化・人口減少が進行している
 市外へ進学した女性の回復率（卒業後、地元に戻ってくる人の割合）が低いことが、その大きな要因

となっている

豊岡の背景①ー少子化の進行と若い女性の流出

豊岡市の総人口と年齢３区分別人口の推移
（1980年～2040年）

豊岡市の年齢性別・純移動率
（2005年～2010年）

市全体の人口は、2015（平成27）年の国勢調査で
は82,250万人だったが、2040年には57,608万人ま

で大きく減少する見込み

（出典）「豊岡市の地方創生（人口減少対策）」（市HPより） （出典）「豊岡市の地方創生（人口減少対策）」（市HPより）

10代の転出超過が20代の転入超過を大きく上
回っており、特に女性の回復率が低い

若い女性が豊岡市に戻ってきていない
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宿舎借り上げ支援事業実施の格差

豊岡市では未実施であるため、豊岡短大卒業後に
他府県への移動も見られる

※近隣の実施自治体
・兵庫県神戸市、姫路市、尼崎市、明石市、
西宮市、伊丹市

・大阪府大阪市、堺市、豊中市、
高槻市、枚方市ほか１０市

・京都府京都市

豊岡の背景②ー保育環境の地域格差による保育士不足

自治体の財政力の格差をすぐに埋めることは難しい・・・

保育園で働くことの魅力を最大限伝えていくことしか手段は
ない状況。

→待遇改善よりも労務環境と保育の質の向上を目指した。
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【具体的な施策】

（１）女性（主婦）の雇用創出
・短時間勤務の推進
・企業における柔軟な働き方の推進

（２）保育労務環境の見直し
・短時間勤務者が勤務できる労働時間管理
・潜在保育士や短時間勤務者の能力が発揮できる
職務分担の見直し

子ども

親
保育士
等

【豊岡モデルの好循環サイクルをつくる】

単に保育の受け皿を増やすだけでなく、保育士
等が意欲的にスキルアップを図ること、労務環
境を整え、保育士等のキャリア継続・キャリア
伸長を可能としていくことが、豊かな子どもの
育ちを保証し、親にとっても子どもを他者に預
けて働くことに対する心理的障壁を取り払うこ
とにつながる。

豊かな保育・
教育の確保

就労促進
キャリアアップ

保育の質の向上
保育士のやりがい

豊岡市の保育園改革への取り組み

 いのちを運ぶ鳥＝コウノトリが育まれる町でより多く
の子どもが誕生する（出生率の上昇）

 親も子どもも未来をより豊かにするために親たちが経
済的に自立（新たな雇用の創出）

 最小組織の親子関係だけで子どもを育てるのではな
く、地域/企業が協力して子どもの育ちに力を注ぐ（保
育・幼児教育の充実）

 子育て経験をした保育士等が再び現場に戻りたいと思
う好循環が生まれる（潜在保育士戦力化・定着）
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豊岡ハローワークへの保育士の求職状況

求職登録者の中に保育士有資格者が３１名
うち、保育園への求職者は１名のみ。

それ以外の方は別の業種・職種を希望していた。

事業実施当初の豊岡市の状況

 市内約３０園すべての保育所において人材不足が深刻な状況。
公立・私立１園ずつのモデル園を選出して重点的に改革を実施。

 社労士と保育の専門化の先生、豊岡市が共同して実施。

→単に労働時間を削ることばかりに注視して保育の質が落ちることを防止

→業務の効率化・労務管理・保育の質の向上のための研修時間の確保

【目標】
好循環を生む
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保育教諭・保育事務の業務を明確に分けて
保育教諭が保育に集中できる環境をつくる

＜これまで＞

 担任全員で会議をすることが
難しい

 週の保育についてじっくり話
し合う時間が取りづらい

 片付けや次の活動の準備と保
育を同時進行しているため、
保育に集中しづらい

＜保育補助入職後＞

 週に１回、担任全員で打ち合
わせ

 話し合いの内容を事前に整理
したうえで１週間の保育につ
いて担任間で話し合う

 保育業務に集中できるように

①人材不足対応ー補助者の活用

「保育の質」をより向上するには以下の環境を整えることが良い、との仮説を立て・・・
〇保育教諭が保育に専念できる
〇職場の仲間同士が提供している保育の状況を共有できる（話し合える、学びあえる）
〇眠っていたもしくは、新たなやりがいの創出やモチベーション向上につながる

8



①人材不足対応ー補助者の活用

こどもが幼稚園児でも働くことのできる時間帯
乳幼児の成長を一通り経験している

勤務時間

・食事の介助・入眠の補助 ・清掃
・おやつの準備

業務内容

【保育補助者の求人内容】

➡ブースに来られた主婦が18名/33名（うち保育士有資格者3名）
➡実際に求職された方が10名
➡うち、就職された方４名

〇保育園では様々な業務があり、その業務を棚卸・整理し、保育と保育事務を切り分けた結果、人材
確保の観点から、人材を保育業界内だけに求めるのではなく、広く求めるどうなるだろう・・・
➡（具体策）保育園就職フェアではなく、あえてさまざまな業種の中の就職説明会を実施

効果
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 食事後の片づけを保育補助員に任せることで、保
育教諭全員が食事後の活動や子どもたちの世話に
あたることができるようになった。

 担任(保育士資格有)の職員とともに寝かしつけの
補助に入ることにより、連絡メールの入力等に当
たることができるように

 担任が園児にかかわっている間に、布団を敷いて
もらうことで、ゆっくりと園児にかかわることが
できる

 寝かしつけの補助にパート保育補助員が入ること
により、他のクラスの保育教諭が別のクラスの補
助に入ることができ、担任全員によるノンコンタ
クトタイム及び打ち合わせタイム(休憩を確保した
うえで＋30分)を確保することができるように

 その他除草作業及び窓ふき等の清掃作業補助、傷
んだ人形や衣服等の裁縫、子どもたちの安全確保
のための見守り

①人材不足対応ー補助者の活用
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 保育補助員と他クラス担任の協力によって、クラス担任全員で打ち合せをする時間を確保
（ピアノの練習や勉強の時間に充ててもよい）

 年間休日数（公休日+有休取得日数）の大幅な増加
〇常勤・・・・前年比３倍
〇非常勤・・・前年比１．３倍以上

①人材不足対応ー補助者の活用

保育補助員が入ったことによる効果
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②効率化
タブレットやPCをうまく活用することで大きな業務改善につながった

 記入時間の短縮
 ファイルを取りに行く→探す→戻しに行く の手間が省けるように
 大量の印刷・配布→データで送って保護者にはスマホから見てもらう
 朝の忙しい時間に保護者からたくさんの電話対応

もしくは、事務所からの手書きの伝達メモが事前のメール連絡でスムーズに

園だより 1612

枚
園だより12枚
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項目
（月あたり）

システム導入
前

システム導入
後

コスト ¥16,120 ¥96

各園児への
配布準備時間

3,566分 24分



③保育の質

専門家の先生の研修

前半は座学の研修中心

後半からはより具体的なアドバイスを求めて各
クラスの取組（環境構成の工夫やエピソード）
について助言を頂く

業務改善や補助者の補充によってクラス単位で
の丁寧な話し合いが可能に

これまで費やしていた時間を研修や話し合い、
学びの時間に！
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③保育の質

室内環境の変化

平坦な室内ではなく、あ
えて、でこぼこの環境に
することで、自由な発想
を促す。
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保育士のキャリアの問題

保育士不足の影響で結婚や出産を機に仕事を辞めた保育士が非常勤という雇用形態で現場
復帰するケースが増えている。

若手常勤 ベテラン非常勤

補助的な非常勤ベテラン非常勤

スキルのねじれによる待遇の不公平感

意識の差による待遇の違い

④多様な働き方（キャリアと処遇）

①職務職責を明確化 → 常勤は何でもやらされて大変、という不安を払拭

②休む・時短以外の両立支援 → 働き方の工夫で働き続けるための支援を

③ベテランのパートにもリーダー職を → 同一労働同一賃金の観点で整理（若手常勤との関係）

④潜在保育士は補助的な業務からのスタートで安心感を
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＜モデル園事業の振り返り＞

 確認のやりとりの時間が簡略化されその分、話し合いの時間や準備の時間に活用する事がで
きるようになった。

 保育システムのアプリを確認することで情報を共有することができ、色々な情報を一斉に確
認する事ができるようになった。子どもたちの遊びや生活の様子をリアルタイムで伝えるこ
とができ、子ども達が降園した後も情報を発信できる。

 保育補助員の方のおかげで時間外に行なっていた業務時間を時間内に確保できるようになっ
た。今まで優先していた保育業務を保育補助者に任せられるようになった。

 ノンコンタクトタイムを設けることができ、話し合いをする時間が出来るようになった。

 いろいろな作業を任せられたり、雑務をお願いできることで、気持ちに余裕ができた。
 保育士たちが変化を楽しみながら職員間で話し合い、チャレンジする姿が見られるように

なった

 担任の構成、シフト、休みの取り方の工夫など、勤務スタイルにもさまざまな変化を促し、
働きやすい職場になった

振り返り
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＜モデル園事業の振り返り＞

 子どもたち（3歳児）は、成長とともに、生活の見通しをもって行動できるようになって
きている。その発達段階に合わせて、片付けることにより遊びが中断してしまわないよう
に、作ったものを置いておくスぺースや、遊びの続きができるような環境づくりを見直し
た。

 今まで休憩時間を短縮して確保したり、週１回確保することが難しかった打ち合わせだ
が、ノンコンタクトタイムの確保により、週の打ち合わせや保育の振り返り、子どもの様
子について話し合う時間の確保が可能になった。

 交流の時間を今まで以上に確保できるように、各クラス一日の生活の流れを見直すこと
で、他クラスの職員とも連携を密にしながら、全体で子どもの様子を見ることができるよ
うになった。

 渡り廊下や職員玄関スペースを、遊びスペースとして最大限に活用できるように環境を再
構成する。移動不可能とあきらめていた職員の靴箱を移動することで、雨天時に０．１歳
児が存分に体を動かして遊ぶことができる遊び場を確保できた。

 週案の書き方を改善し、保育のポイントとなること、教師の配慮、援助することを具体的
に書き、同じ気持ち、方向性をもって保育できるようになった。

振り返り
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モデル園

今すぐ保育士・保

育教諭として働き

たい
0.0 

今すぐにで

はないが、

いずれ保育

士・保育教

諭として働

きたい
28.6 

今のところ保育士・保育教諭として働き

たいとは思っていないが、条件が合え

ば、復帰を考えても良い
57.1 

どのような条件で

も、保育士・保育

教諭として働くつ

もりはない
14.3 

過去就業者の復帰意向

（%、n=28）

1年未満
25.0 

1年以上3年未満
28.6 3年以上5年未満

14.3 

5年以上

10年未満
21.4 

10年以上20年未満
7.1 

20年以上
3.6 

過去就業者のブランク年数

（%、n=28）

 半数以上が４年未満で退職してしまっている状況

 時期が来れば、もしくは条件が合えば再び働きたいと思って
いる潜在保育士の割合が８５％

豊岡市内で実施した潜在保育士調査結果より
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両園共通

保育士がいないのではなく、保育園等で働きたいと
思っている保育士がいない

働きやすく、働きがいのある園をつくっていくこと
で保育士の採用定着、保育の質の向上につながる
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今回の自治体自体を支援する事例を通じ、
保育の現場・職業の魅力向上という観点で・・・

〇保育施設の雇用管理改善を通じて、保育の質の向上、保育士の確保、保育士
の前向きな視点が得られ、また、地域の雇用確保や雰囲気がとてもよくなっ
た。

〇保育業界以外の方々との接点を多く設けることにより、魅力を伝えられるの
ではないか。
（保育業界を理解していただくという点と保育業界以外の方が保育業界に触れ
てもらう機会を増やすことで、業界内では感じ取れなかった魅力が発見される
可能性も）
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